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 総 会 当 日 の 午 後 、「 研 究 講 演 会 」 を 開 催 し ま す 。  

ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 の 一 般 化 に よ っ て 、 誰 も が デ ジ タ ル 情 報 を 容 易 に 入

手 で き る よ う に な り ま し た 。 殊 に 、 G o o g l e  S c h o l a r、 G o o g l e  P r i n t は 学

術 文 献 ・ 資 料 に 特 化 し た 世 界 規 模 の 検 索 エ ン ジ ン で す が 、 こ の よ う な 検

索 サ イ ト は 一 面 、 図 書 館 機 能 の 一 部 を 代 行 し ょ う と し て い る よ う に も 見

え ま す 。 検 索 の 利 便 性 は 、 到 底 、 図 書 館 の 及 ぶ と こ ろ で は あ り ま せ ん 。  

 し か し 、 検 索 サ イ ト が 図 書 館 に 取 っ て 代 わ る こ と は な い で し ょ う 。  

G o o g l e が 図 書 館 に 与 え る 影 響 、図 書 館 と の 関 わ り 方 等 を 見 な が ら 、棲 み

分 け を 展 望 し た い と 思 い ま す 。  

『 日 本 の 参 考 図 書 』 は 数 十 年 来 図 書 館 員 に 愛 用 さ れ て き ま し た が 今

回 、 こ れ の デ ー タ ベ ー ス 化 が 進 め ら れ て い ま す 。 W e b 上 で 検 索 が で き れ

ば 、 図 書 館 現 場 で 一 層 役 立 つ と 共 に 、 一 般 の 人 も こ れ を 参 考 に 調 査 技 能

を 高 め る こ と が で き る と 思 わ れ ま す 。 レ フ ァ レ ン ス 支 援 ツ ー ル の あ り 方

に も 関 心 が あ り ま す 。  

こ れ か ら の 大 学 図 書 館 の 方 向 性 を 探 る と と も に 、 図 書 館 業 務 を 再 考 す

る ヒ ン ト に な れ ば と 企 画 し ま し た 。  

講 師 は 、 上 記 関 連 テ ー マ に つ い て 研 究 誌 に 発 表 さ れ て い る 方 と 、 デ ー

タ ベ ー ス 化 研 究 グ ル ー プ 代 表 の 方 で す 。  

フ ロ ア の み な さ ま と 活 発 な 議 論 を 交 換 で き れ ば 幸 い で す 。  

 

 日 時  ２ ０ ０ ６ 年 ６ 月 ９ 日 (金 )  1 3： 4 5～ 1 6： 4 5  

 場 所  鶴 見 大 学  鶴 見 大 学 会 館  B1 階  メ イ ン ホ ー ル    

 講 演  「 G o o g l e が 図 書 館 に 与 え る イ ン パ ク ト － W e b の 進 化 と の 考 察 － 」 

      一 橋 大 学 総 合 情 報 処 理 セ ン タ ー  助 教 授   兼 宗  進 氏  

    「 ハ イ ブ リ ッ ド 環 境 下 に お け る レ フ ァ レ ン ス サ ー ビ ス 支 援  

ツ ー ル の 開 発 」  

 慶 應 義 塾 大 学 文 学 部  教 授         田 村  俊 作 氏  

 

み な さ ま の ご 参 加 を お 待 ち 申 し 上 げ ま す 。  


